
 

 

 
 

(ｱ) 実践事例４について 

ａ 佐賀県小・中学校学習状況調査の課題から 

課題４（中学２年生の「Ｂ図形」領域の設問）について 

 

    【出題の趣旨】 

   証明を見直して、改善することができる。 

 

 

  【学習指導要領の内容・領域】 

   第２学年 Ｂ 図形 

(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに、図形の性質を三角形の

合同条件などを基にして確かめ、論理的に考察し表現する能力を養う。 

イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。 

ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確か

めたり、図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。 

 

   【分析結果と課題】 

正しく証明することができた生徒が 34.3％、何も書くことができなかった生徒が 24.7％でし

た。証明の根拠の中に結論が含まれていることに気付き、正しく書き直すことは、証明の進め方

の学習を終えたばかりの生徒にとっては容易ではないようです。証明における仮定と結論の意味

を理解することや与えられた証明の中にある誤りを指摘し、筋道が通るように証明を正しく書き

直すことに課題が見られました。 

 

 

   【過去調査の結果から】 

   佐賀県小・中学校学習状況調査の過去調査において、正答率・無解答率は以下のとおりです。 

年度 学年・設問番号 出題の趣旨 正答率 

（％） 

無解答率 

（％） 

Ｈ19 中学３年生 

Ｂ４（２） 

証明の評価にもとづき、改善することができる。 ４９．０ １６．７ 

Ｈ26 中学２年生 

８ 

証明を見直して、改善することができる。 ２４．８ ２７．２ 

 

 

  【身に付けさせたい力】 

・証明を振り返って評価する力 

・評価に基づいて証明を改善する力 
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  【指導改善のポイント】 

・証明の学習では、全体の構想を立てることや、証明の記述において的確な表現を用いて正しく推

論を進められることが求められます。推論を正しく進めるためには、仮定と結論の意味を正しく

理解し、それらを区別して、妥当な根拠を用いて、証明の全体の構想を組み立てることが大切で

す。指導に当たっては、証明されるべき結論を証明の根拠にして証明する誤りなどが見られるの

で、仮定や結論を言葉や記号で確認したり、図の中で色分けをしたりするなどしてから、証明を

考えることが有効です。また、証明の学習では、生徒が証明を書くだけでなく、読む活動も授業

の中に位置付け、証明のしくみや根拠となる事柄を捉えることが必要です。 

 

  【授業の位置付け】 

上記、指導改善のポイントを受け、啓林館２年生教科書Ｐ112、113を第４章「図形の調べ方」２

節２証明の進め方の指導に位置付け、証明の根拠の中の誤りに注意しながら指導を行います。 
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ｂ 単元計画 

 

１ 単元名   図形の調べ方 

 

２ 単元の目標 

  (1) 観察、操作や実験などの活動を通して、対頂角や平行線の性質を見出そうとしている。 

(2) 平行線や角の性質を理解し、それに基づいて図形の性質を確かめ説明することができる。 

(3) 平行線の性質や三角形の角についての性質などを、簡潔に表現したり、角の大きさなどを求めた

りすることができる。 

(4) 図形の性質が成り立つ理由を説明する方法や図形の証明の必要性と意味を理解している。 

 
３ 単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

様々な事象を平行線の

性質、三角形の角につい

ての性質などで捉ええ

たり、平面図形の基本的

な性質や関係を見いだ

したりするなど、数学的

に考え表現することに

関心をもち、意欲的に数

学の問題の解決に活用

して考えたり判断した

りしようとする。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

についての基礎的・基本

的な知識及び技能を活

用しながら、事象を数学

的な推論の方法を用い

て論理的に考察し表現

したり、その過程を振り

返って考えを深めたり

するなど、数学的な見方

や考え方を身に付けて

いる。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

を、数学の用語や記号を

用いて簡潔に表現する

など、技能を身に付けて

いる。 

平行線の性質、三角形の

角についての性質など

を理解し、知識を身に付

けている。 

 

４ 単元の指導計画と評価計画（全 16時間） 

節 項 時数（時間） 

１ 平行と合同 

１ 角と平行線 ３ 

１６ 

２ 多角形の角 ４ 

３ 三角形の合同 ３ 

２ 証明 

１ 証明とそのしくみ ３ 

２ 証明の進め方 
２ 

（本時１／２） 

単元のまとめ １ 単元テスト １ 
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「○」…指導に生かすための形成的な評価、「◎」…単元における総括の資料とするための記録に残す評価 

時 
間 ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 

数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な 
見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形などに 
ついての知識・理

解 
１ 小単元１ 

観察、操作や

実験などを通

して、対頂角

の性質、平行

線の性質、平

行線になる条

件について理

解することが

できる。 

観察、操作や実験

などを通して、対

頂角の性質や平行

線と角の関係につ

いて考え、角の性

質について理解す

る。 

◎平行線や角の

性質に関心を

もち、その性質

を帰納的に確

かめて演繹的

に導いたり、そ

れを用いて角

の大きさを求

めたり、直線の

位置関係を表

したりしよう

としている。 

〔観察・ノー

ト〕 

○「対頂角は等し

い」ことを、帰

納的な推論や

類推を用いて

考えることが

できる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 ○対頂角の意味

を理解してい

る。 

〔観察・ノー

ト〕 

２ 同位角や錯角の位

置関係を知り、平

行線と同位角の関

係について理解す

る。 

 ○対頂角、同位

角、錯角の大き

さを求めるこ

とができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○対頂角、同位

角、錯角の性質

を理解してい

る。 

〔観察・ノー

ト〕 
３ 平行線と錯角の関

係について理解す

る。 

 ◎対頂角、同位

角、錯角の大き

さを求めるこ

とができる。 

〔小テスト〕 

◎対頂角の性質、

平行線の性質、

平行線になる

条件を理解し

ている。 

〔小テスト〕 
４ 小単元２ 

三 角 形 の 内

角・外角の性

質について理

解し、多角形

の内角の和や

外角の和を求

めることがで

きる。 

 

 

平行線と角の性質

を利用して、「三角

形の三つの角の和

が 180°である」こ

とを考える。 

◎多角形の角に

ついての性質

に関心をもち、

既習のことに

帰着させるな

どして、多角形

の内角や外角

の和などを考

えようとして

いる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○「三角形の内角

の和が180°で

ある」ことなど

を、平行線の性

質を用いて説

明することが

できる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 ○「三角形の内角

の和は 180°

である」こと

を、帰納的な方

法で示すこと

と、演繹的な方

法で示すこと

の違いを理解

している。〔観

察・発言〕 
５ 三角形の内角・外

角、三つの三角形

（鋭角・鈍角・直

角）について理解

する。 

  ◎三角形の内角・

外角の性質や

三つの三角形

(鋭角・鈍角・

直角)について

理解している。 

〔小テスト〕 
６ 三角形の角の性質

などを利用して、

多角形の内角の和

について考える。 

◎多角形の内角

の和を予想し、

それが正しい

ことを既習の

ことに帰着さ

せて考えるこ

とができる。 

〔小テスト〕 

○多角形の内角

の和を求める

ことができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 

７ 三角形の角の性質

などを利用して、

多角形の外角の和

について考える。 

 ◎多角形の内角

の和と外角の

和を求めるこ

とができる。 

〔小テスト〕 

◎多角形の内角

の和と外角の

和の求め方を

理解している。 

〔小テスト〕 
８ 小単元３ 

合同な図形の

性質、三角形

合同な図形の性質

に ついて 理解す

る。 

◎合同な図形の

性質や三角形

の合同条件に

 ○二つの三角形

が合同である

ことや、辺や角

◎図形の合同の

意味を理解し

ている。 
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の合同条件に

つ い て 理 解

し、簡単な場

合に三角形の

合同条件を利

用することが

できる。 

 

関心をもち、そ

れらを見いだ

そうとしてい

る。 

〔観察・ノー

ト〕 

 

 

の関係などを

記号を用いて

表したり、その

意味を読み取

ったりするこ

とができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

〔小テスト〕 

９ 

 

 

 

 

 

合同な三角形をか

く方法を考えるこ

とを通して、三角

形の合同条件につ

いて考える。 

○三角形の決定

条件を基にし

て、二つの三角

形が合同にな

るための条件

を見いだすこ

とができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 ○合同な図形の

性質や三角形

の合同条件に

ついて理解し

ている。 

〔観察・ノー

ト〕 

 

10 三角形の合同条件

について理解し、

二つの三角形が合

同かどうかを、合

同条件を用いて考

える。 

○二つの三角形

が合同かどう

かを、用いる合

同条件を明ら

かにして判断

することがで

きる。 

〔観察・ノー

ト〕 

◎二つの三角形

が合同である

ことや、辺や角

の関係などを、

記号を用いて

表すことがで

きる。 

〔小テスト〕 

 

11 小単元４ 

証明の意味と

仮定から結論

を導く証明の

しくみについ

て理解するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証 明の意 味や仮

定、結論について

知る。 

◎図形の性質な

どを証明する

ことに関心を

もち、その必

要性と意味を

考えたり、証

明の方法につ

いて考えたり

しようとして

いる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○仮定や結論な

どを、記号を

用いて表すこ

とができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○証明の意味や、

仮定と結論の

意味を理解し

ている。 

〔観察・ノー

ト〕 
12 証明の道筋や必要

性について理解す

る。 

○図形の性質な

どを証明する

ために、構想や

方針を立てる

ことができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○命題の仮定や

結論などを記

号を用いて表

したり、その意

味を読み取っ

たりすること

ができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 

13 証明の必要性や証

明の方法について

考える。 

◎すでに正しい

と認められて

いる事柄を根

拠にして、仮定

から結論を導

く証明の筋道

を考えること

ができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

 ○証明の必要性

や証明の方法

を理解してい

る。 

〔観察・ノー

ト〕 

14 

 

本 

時 

小単元５ 

三角形の合同

条 件 を 使 っ

て、簡単な図

形の性質を証

明することが

できる。 

 

三角形の合同条件

を使った証明の進

め方について考え

る。 

◎三角形の合同

条件を用いて

図形の性質な

どについて考

えようとして

いる。 

〔観察・ワーク

シート〕 

○すでに正しい

と認められて

いる事柄を根

拠にして、仮定

から結論を導

く証明の筋道

を考えること

ができる。 
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〔観察・ワーク

シート〕 
15 三角形の合同条件

を 使って 証明す

る。 

◎構想や方針を

基にして、仮定

など根拠とな

る事柄を明ら

かにし、筋道立

てて結論を導

くにはどうす

ればよいかを

考えることが

できる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○命題の仮定や

結論などを記

号を用いて表

したり、その意

味を読み取っ

たりすること

ができる。 

〔観察・ノー

ト〕 

○証明のための

構想や方針の

必要性と意味

を理解してい

る。 

〔観察・ノー

ト〕 

16 単元のまとめ

をする。 

単 元テス トを解

く。 
 単元テストの結果を基に、これまでの評価結果を補正す

る。 
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